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Carthamin, a red pigment isolated from the petals of safflower, shares the pseudo-dimeric 
structure of quinol C-glycosides components linked by one carbon unit. Although we have 
already achieved the first total synthesis of carthamin, the synthetic route remains a room for 
further investigation. Herein, we will report an improved synthetic approach to construct the 
C-glycoside structure and promising results for pseudo-dimerization. 
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カルタミンは、ベニバナから抽出される赤色色素であり、古くから染料や口紅とし

て用いられてきた。その構造的特徴は、側鎖にクマル酸を有するキノール C-グリコ

シドが一炭素を介して二量化している点にある。そして、合成的にはこれらの構造を

いかにして構築してゆくかが課題となる。我々は、すでに本化合物の全合成に成功し

ているが 1)、その工程数および収率には課題が残されていた。 

今回、我々は合成経路を再検討し、C-グリコシド化、脱芳香族化、側鎖導入、各工

程の短縮化に成功した。また、合成終盤に行う擬二量化反応についても、モデル化合

物を用いた検討により、有用な知見を得たので報告する。 

 
1) Azami, K.; Hayashi, T.; Kusumi, T.; Ohmori, K.; Suzuki, K. Angew. Chem. Int. Ed. 2019, 58, 5321.   
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